On the Circulation of Commodities as the Existent Condition of Merchant Capital (4) by 谷川 宗隆
-179ー
「商業資本実存条件としての
商品流通(市場)についてJ-・(4)
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まえがき
我々は別稿において次の如く指摘した。 r資本論』第二巻第三篇「社会的総
資本の再生産と流通」は第二巻総体としてみれば第二篇， I資本の回転」第一
篇「資本の姿態変換とその循環」を前提としている。この場合，第一篇，第二
篇が如何なる内的論理において第三篇の準備をなしているのかという問題が生
じる。この事を明らかにするのには，第一篇→第二篇→第三篇という「上向」
の論理と共に，逆に，第三篇を第二篇lと，第二篇を第一篇に還元する「下向」
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の論理を追求する必要があると思われる。 更に， かかる還元をして始めて第
一巻と第二巻，第二巻と第三巻との連けいが明らかになるのではないだろうか
と。
然し，以下，かかる大きな課題を全面的にここで問題とするのではない。か
かる課題を解明する準備として，まず第三篇第二十章「単純再生産」の第一篇
への還元を形式に着目して試みようとするものである。しかも，さしあたりこ
の小論においては資本の各三循環の統ーについてのみ考察する。
問題提起
産業資本の姿態変換とそれらの循環を過程としてみれば，まずそれは三段階
に分かたれ，かっそれぞれの段階で異った実存形態において定在する。さしあ
たり，第一篇，第一章の第一節，第二節，第三節において貨幣資本の循環の第
一段階G-Wく?，第二段階生産資本の機能，第三段階W'-G'が分析されて
いる。そして産業資本はかかる各段階においてとる特殊的な実存形態を出発
点=帰着点として各特殊的な循環を措く。そして，第一章においては貨幣資本
の循環が，第二章においては生産資本の循環が，第三章においては商品資本の
循環がそれぞれ分析されている。
然し，もともと，これら各特殊循環形式は産業資本のー特殊的循環形式であ
り，かくして，現実には三循環は統ーとして実存する。さて，かかる三循環の
統一はさしあたり，第一章「貨幣資本の循環Jにおいては次のように示される。
③ 
G-，.W……P……W'-G'・G-W…P……W'-G'"
① @ 
確かに貨幣資本の姿態変換とその循環はそれらのうちに生産資本並びに商品
資本の姿態変換とそれらの循環の出発点を含む。それ故，三循環の統一は上述
の形式において示されており何ら問題はなさそうである。
然し，もしこの形式で三循環の統ーを把握するとすれば次の疑問が生じる。
すなわち，何故に第一篇，第四章「循環過程の三つの姿」という章がもうけら
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れ，かっ，ここで三循環の統ーを見直しているのかということである。更に，
三循環の統ーを貨幣資本の循環形式を基軸に把握すれば， 次の不都合が生じ
る。すなわち，上述の形式は貨幣資本の循環が少くとも二回以上繰り返される
ことを前提としている。所で，貨幣資本の循環形式は再生産を表示し得ず，一
回限りでも終了しうる了)それ故，貨幣資本が繰り返し循環を継続すればという
条件が必要である。所で，繰り返し循環が継続するには一個別資本のみなら
ず，社会的総資本の再生産をも表示する商品資本の循環を基軸として見直す必
要が生じる。
さて，三循環の統一は第一篇第四章において次のように把握されている。
「三循環の統ーにおいてのみ上述の中断の代りに総過程の連続性が現実化さ
れている。社会的総資本はつねにこの連続性を有し，この総資本の過程はつね
に三循環の統ーを有するJ
そこで以下，我々はまず第三篇，第二十章「単純再生産」において三循環が
如何に統ーとして実存しているかをつきとめ，その後に，これを第一篇に還元
して第一篇における三循環，並びに三循環の統ーを考察してみる。
CAJ 第三篤における各特殊的循環とそれるの統一
さて，第三篇，第二十章単純再生産における各特殊的循環形式を検討するに
は，まず社会的総資本の再生産=流通形式を析出する必要がある。この点につ
いて我々はすでに別稿において検討し次の形式を引き出した。但し，各特殊生
産部門における個別資本，並びに各特殊生産部門を形成する資本群が生産する
商品量の使用価値種類，量はさしあたり捨象する。叉，個別資本は社会的総資
本を形成するー断片として把握されている。更に，すで、に検討した如く商品資
本をW'als W， W' als Kapitalverhaltnisとして把握する。
1. 4000C十1000V+ 1000乱1=6000
I. 2000C + 500V十 500M=3000
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註，大文字のC，V， Mは社会的総資本の不変資本，可変資本，剰余価値を表わす。個
別的資本の資本部分を表示する場合は小文字で、表わす。
この範式は次の様に表現出来る。
(Pm)W'(6000)= (Pm) W(4000C)+ (Pm)Wく1000V)十(Pm)Wく1000M)
(Lm)W'(3000) = (Lm)W(2000C)十(Lm)W(500V)十(Lm)Wく500M)
すれば表式分析により次の再生産ニ流通形式が得られる。
i一一一一'{400GJ 
4000I c:(Pm)W(4000C〉-40QOG・4000Gー CPm)Vl(40QO)
1000 I v : 1000 H c 
f一正1000GJ 
↓ 
(Pm)W(1 000V)-1000G~ .)OOOG--Aく1000)
Aく10∞0∞0)一一10ω0∞OG戸九~，/
〈江Lm凶)W(10∞0OC)一 10∞0OGσρ，T.¥'、10∞OOG一(伊Pm凶)W(10ω0∞0)
1000 I M : 1000 H c 
r--{ 1 000 G J 
↓ 
(Pm)Wく1000M)-1000仏・ノ1000Gー (Lm)W(1000)
CLm)Wく1000C)-1000G"・'lOOOG-一CPm)W(1000)
く1000I v十1000I M)=2000 H cで、見直せば，
500 Hv 
500HM 
(Pm) W(1 000 V)-1 000 G~ ・，1 000G-一一A く1000)
ACI0ω0ω0) 一10∞0∞OGμf\~ .1 0∞OOG一(ωL)川mWCI0∞00)
(ぽPmω)Wく10∞0OM)一 10∞0OG、，)片占 ，10ωOOG 一(はLmω)Wく10∞00)
(伍Lmω)Wく20∞0ωOC) 一 20∞0ωOG砂凡，，，'.¥イ‘¥、¥宮、
一-一正500GJ
↓ 
(Lm)Wく500V)-500G"，. ，500G--A(500) 
Aく500)一一 500G九 "'500G一(Lm)WC500)
一-.(500GJ 
↓ 
CLm)W( 500M)ー 50QG・500Gー (Lm)Wく500)
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但し，矢印は貨幣通流の方向， CGJは投下貨幣を表わす。
さて，社会的総資本はかかる再生産=流通形式でもって実現され，かつ質料
的=価値的に見ても填補され再生産をなす。更にかかる形式は各特殊生産部門
の資本群，並びに各特殊生産部門内て守の個別資本に妥当する。
所で，社会的総商品資本をW'als Wと把握しそれの一般的商品流通形式で
みれば，社会的総資本の各資本部分はWCC)一G-W，WCV)ー G-A，WCM)-
G-Wという再生産=流通形式をとるのであるが， 他面， 社会的総資本をW'
als Kapitalverhaltnisで把握すれば，これら涜通形式は資本の運動でもある。
それ故，以下，二大部門における資本の各特殊的循環とそれらの二大部門聞に
おける相互関連を考察する必要が生じる。
(a) 商品資本の循環形式
(a-l) 部門1~乙おける商品資本の循環形式，
部門Iにおける商品資本をW'als Kapitalverhaltnis， W' als W で表わせば
tCPm)Wく4000C)
l 十
CPm)W' (6000) ~ (Pm)W(1000V) 
I + 
~(Pm)Wく1000M)
すなわち，部門Iの商品資本はこれから出発し，これに帰着する。
きて， 40001 c， 10001 v， 10001 Mの実現をみれば40001cは，再生産=流
通形式
(Pm)W( 4000 C )-4000G・4000G一(Pm)W(4000)
をとって部門I内の相互交換により実現されかつ現物填補される。
10001 V，は
(Pm)Wく1000V)-1000G• 1000G-一一-Aく1000)
一一一一一一一示
(Lm) W(1 000 C )-1000 G・1000Gー (Pm)Wく1000)
において， (Pm)Wく1000V)に実存する1000VJ;こる可変資本価値を実現する。他
方， (Pm)Wく1000V)は1000H cを現物填補する。次に，
(Pm)Wく1000V)-1000G• 1000G--Aく1000)
ι 
A(IOOO)一一一lOOOG• 1000Gー はm)W(IOOO)
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において， 10001 vはA(1000)にて現物填補される。商品としての労働力，部
門Iの労働者階級はその価値1000を実現する。
かくて， 印刷W(4000C)十(Pm)Wく1000V)に実存する 400001c， 10001 v 
たる価値が実現され，かつ現物填補されている。今や， WくTjili;!?こる生産資
本において40001c， 10001 vは実存する。 次年度の再生産が行われ， (Pm)W' 
く6000)たる年生産物が再生産される。
10001 Mは
空旦)W(1000M)ー 1000G・1000Gー (Lm)W(1000)
1':. 
(Lm)Wく1000C)ー 1000Ge 1000Gー (Pm)Wく1000)
において， (Pm)W(1000M)に実存する10001Mたる可変資本価値を実現する。
他方， (Pm)Wく1000M)は1000I cを現物填補する。
(Pm)Wく1000M)一1000G・1000Gー (Lm)W(1000)
オ
(Lm)W(1000C)ー 1000G• 1000Gー (Pm)W(1000)
において， 10001 Mは (Lm)Wく1000)によって現物填補される。 他方， (Lm)W 
(1000C)に実存する1000H cが実現される。
Aく1000)一一一1000G・1000Gー (Lm)W(1000)
:司一一一一一
(Lm)Wく1000C)-1000G・1000Gー CPm)W(10QO)
1乙おいて，商品としての労働力く1000)に実存する価値 1000は CLm)Wく1000)に
よって現物填補され， かくて労働力が再生産される。他方， (Lm)Wく1000C)
に実存する10001cの不変資本価値が実現される。
かくて，部門Iにおける商品資本の循環並びに部門Hとの相互関連は次のよ
うになる。
ノPm(4∞0)
(5000G--Wく………P
4 、A (1000) 
CPm)W'く6000)一一6000G.〆・，/1
~~./ ~ 10∞0OG一(はLmω)W(100ω0)
A(α仰lω0∞0)一 100∞OGぴF~13ヤ将，/4，Jう抑:う')
(仏Lmω)Wく20∞0OC)一 200∞OGぴ疹・'2加初0∞0OG一(伊Pmω)Wくα20∞00の〉
~6-
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くaー の部門I~乙おける商品資本の循環形式
部門EにおけるCLm)W'く3000)は，
I CLm)Wく2000C)
I + 
CLm)W'く3000)~ CLm)Wく500V)
l 十
¥ CLm)W( 500M) 
から出発し，これに帰着する。
2000 Icは
(Lm)Wく2000C )-2000 G~. 2000G一CPm)W(2000)
Aに1000)一一rOOOG~ "1OOOGー CLm)W(1000)
C Pm) WC 1 OOOM)-l 000 G・‘1000G一CLm)W(1000)
においてCLm)Wく2000C)に実存する2000I cを実現し，他方， A(1000)， 1000 
1MをCLm)W(2000)によって現物填補する。
(L'm)W(2000C)-2000G ・，2000Gー (Pm)W(2000)
(Pm)W(1000V)ー 1000G:イ1000G一一一一Aく1000)
fPm)Wく1000M)-l 000 G". 1000G一 CLm)W(1000)
において， CLm)Wく2000C)に実存する2000I cがCPm)Wく2000)によって現物填
補される。他方， CPm)W(1000V)， CPm)Wく1000M)に実存する10001v， 1000 
1Mたる可変資本価値，剰余価値が実現される。
500 Iv， 
(Lm)Wく500V)-500G・500G-一一Aく500)
示、
Aく500)一一500G・500Gー CLm)W(500)
において， CLm)Wく500V)に実存する 500I vが実現される。他方， A(500)が
， CLm)W(500)によって現物填補され， かくて労働力が再生産される。
- 7ー
CLm)W(500V)-500G・5OOG-'--Aく500)
Aく500)一一500G・500Gー CLm)Wく500)
において， 500 n vはA(500)によって現物填補される。
-172-
かくて， CPm)Wく2000C)+CLm)W(500V)はその価値が実現され，かつ現物
填補される。他方， A(500)たる労働力が再生産される。今や， Wくな1jTjjた
る生産資本において2000n c， 500] vは実存する。次年度の再生産が行われ，
CLm)W'く3000)たる年生産物が再生産される。
500 llMは ;-----(500)
中
CLm)Wく500M)-500G・500Gー CLm)W(500)
A¥ 
において，つまり， 部門Eにおける資本家階級聞の相互交換によって， (Lm) 
Wく500M)に実存する5001Mが実現され，かつ CLm)Wく500)にて現物填補され
る。かくて部門Eにおける商品資本の循環と部門聞の相互関連は次のようにな
る。
(伊Pm)凶)W釈く10∞0∞OV)ト一10∞0∞OG~ 0/川. 
F ~. I
Aく1000)一一1000G'ト1000Gー CLm)Wく1000)
)_;_ 1 000 G~ 7 
-…P 
CLm)W' (3000 )-3000 
Aく500)-500Gf • ¥500 GーCLm)Wく500)
かくて，二大部門における商品資本の循環形式，並びに二大部門聞の関連は
次のようになる。
- 8ー
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A (1000)一一
CLm)W'く3000)-3 
¥V 
Aく500)十一一 500dJ-500Gー CLm)W(500)
?
但し，両部門の商品資本の循環には，
Aく1000)ー 1000G• 1000G-cLm)W(1000)， 
Aく500)-500G. 500G一 CLm)Wく500)，
たる労働力の再生産=流通が不可欠の環として組み込まれている点，看過し得
ない。かくて，賃労働と資本の関係，つまり資本関係も再生産される。
(b) 貨幣資本の循環形式
貨幣資本の循環は部門Iにおいては5000Gから，部門Eにおいては2500Gか
らそれぞれ出発し，部門1~乙おいては6000G' に，部門Eにおいては3000G'に
それぞれ帰着する。
(b-lJ部門Iにおける貨幣資本の循環，
部門1~乙おける 5000Gは貨幣資本として投下され，貨幣資本の第一段G-W
く?を遂行する。そのためには労働市場においてA(1000)，生産手段として機
能しうる商品 CPm)W(4000C)が， 市場において定在しさえすればよい。かく
て，次の流通形式において，第一段階が遂行される。
CPm)Wく4000C)-4000G • (4OOOGー (Pm)W(4000)
CPm)VV(1000V)-1000G・ふlOOOG--A(1000)
Aく1000)一一1000G今 1000Gー CLm)W(1000)
(Pm) VV( 4000 C )-4000 G"・ 4000G一 (Pm)W(4000i
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-170ー
貨幣資本5000GはWくT13おなる生産資本の実存形態において実存する。
WくT1mjjはPの機能の結果(Pm)W'(6000)に転化する。 (Pm)W'(6000)は次
の再生産=流通形式において6000G'に転化する。
tCPm)W(4000 C )-4000G・4000Gー CPm)Wく4000)
l 斗 L
CPm)VV'(6000) 1 CPrri)Wく1000V)-1000G・¥.1000G--A(lOOO)
I + ~.\ 
'CPm出)Wくlω0∞0OM)一 10∞0OG¥'AI0∞0OG一(江Lmω)Wく10∞00
(伊Pm凶)W(40∞0OC)一 40∞0ωOG‘.¥4初0∞0ωOG一(伊Pm凶)Wくω40∞00の〉
(江Lmω)W(20∞0OC)一 20∞0ωOG・〆U‘120∞0OG一(伊Pm凶)W(20∞00)
(Pm)W'く6000)~乙実存する 40001 c， 10001 v， 10001 Mが実現され (Pm)W
(6000)は6000G'たる貨幣資本に転化する。 かくて， 貨幣資本の循環と二大部
門聞の関連は次のように表わされる。
〆Pm(4000)/?0則一W< .....p 
" A (1000) 
CPm)W'(6000)-6000:G ! 
ムi一一一二
A (1UOO)ー 100ody1000Gー CLm)W(1000)
CLm)Wて2000C )-2000 Gピ2OOOGー (Pm)¥Vく2型企
(b-2)部門Eにおける貨幣資本の循環，
部門 Hiとおける2500Gは貨幣資本として投下され，次の再生産=流通形式に
おいて，それの第一段階G-Wく?を遂行する。
CLm)W(2000C )-2000G ・ J~0∞0∞OG一(伊Pm凶)W(20∞0ω0)
(江Lmω)Wく50∞OV)一 500GずA，50∞OG一一一A(50∞0) 
(叩Pmω)W(1附0∞0OV)-一10ω0ωOG勺4内行υ仏//九/1ω1
(伊Pmω)W(10∞OOM)一 10∞0OG'ぴFゲ/10ω0ωOG一(江Lmω)W(10∞00)
Aく500)ー 500G;. 500Gー CLm)Wく500)
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2500GはWくな1ji;おたる生産資本の実存形態で実存する。 Wく72mはP
の機能の結果仏m)W'く3000)に転化する。
I (Lm)W(2000C) 
I + 
(Lm~W'く3000)i (Lm) Wく500V)
l 十
~ (Lm)Wく500M)
は次の再生産=流通形式において実現する。
(Lm)Wく2000C)-200OG・2000G一(Pm)W(2000)
r;. r; 
Aく1000)一一1000G"・、10OOG一(Lm)Wく1000)
(Pm)W(1000M)-1000G・1000G一(Lm)W(1000)
(Lm)Wく500V)-500G・500G←一一一Aく500)
官
Aく500)一一一 500G・500Gー (Lm)Wく500)
生出翌LQOOM)-500G・500Gー (Lm)Wく500)
下て
CLm)Wく500M)-500G・500G一(Lm)Wく500)
(Lm)W'く3000)に実存する 2000I c， 500 Iv， 500 IMが実現され，かくて，
(Lm)W'(3000)は3000G'たる貨幣資本に転化する。部門Eにおける貨幣資本の
循環と部門聞の連関は次のようになる。
(Pm)W(1000V)ー1000G~. 1000G--Aく1000)
Aく1000)一一1000G¥. .1000 Gー (Lm)Wく1000)
(Pm)Wく1000M)ー1000G~ t~OOOGー(Lm)W(1000)
仏 I川
N¥ ~Pm(2000) 
!f'2500G-W( ………P 
" A ( 500) 
A ( 500)一 500G~\'500Gー(Lm)Wく500)
(Lm)Wく500M)-500G・500Gー (Lm)W(500)
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かくして，部門1，n における貨幣資本の循環，並びに両部門聞の相互関連
は次のようになる。但し，直線の枠内は貨幣資本の循環，
ノPm(4000)
/5000G-W丈/ ! '-A (100) 
l : 
(Pm)W'く6000〉一6000Gi/
くCPm)Wく100OM〉-1000G1・IOOOG-(Lm)W(1000)
A(1000)一一1000GY，1000Gー CLm)Wく1000)
/i Pm(2000) 
..p 
! i 2500G-W _， ____ .・H ・.p
A ( 500) 
(Lm)W'(3000) -3000e/ 
¥ ..， ! 
J¥ 
((Lm)Wく500M)-500GYi，. -'500G一(Lm)Wく500)
A ( 500)一一 500G' • ¥500 Gー (Lm)Wく500)
ここで注意せねばならぬ点は次のようである。再生産過程におけるー特殊的
循環としての貨幣資本の循環にとっては，これら1，nの貨幣資本の循環外に
ある剰余価値の流通の第二段階
CPm)Wく1000M)-1000 ・堕型豆一CLm)W(1型位
(Lm) W( 500M)-500 G・5OOG一 (Lm)W(500) 
並びに労働力の再生産=流通
Aく1000)-1000G・1000Gー CLm)Wく1000)
A( 500)-500G・500Gー CLm)Wく500)
が不可欠の環として前提されている事である。然し，これらの環は貨幣資本の
循環形式には組み入れられない。叉剰余価値の流通と資本価値の流通は分離し
得ない。
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(c) 生産資本の循環形式
部門Iにおける生産資本は5000G=WくT官邸 =pから出発しこれに帰着
する。出発点Pの転化形態はCPm)W'(6000)で、ある。 従って， 生産資本の流通
(CPm)Wく4000C)
部面はCPm)W'く6000)¥ ，--，+ から出発し， 4000 1 c， 1000 1 v， 1000 1 M
1CPm)Wく1000V)
I + 
'CPm)W(1000M) 
なる資本部分，剰余価値が実現され，かつ現物填補されねばならぬ。所で，生
産資本の流通部面はW'から出発するが故に， 商品資本の循環の流通部面と同
様の再生産=流通形式をとる。 このことは部門Eにおける生産資本2500G= 
wくな1月綜=pにも同様にあてはまるるη とは云え，生産資本の循環は価値増
殖すべき資本価値から出発しこれに帰着する。それ故，貨幣資本の循環と異な
り，この形式においては資本価値の流通と剰余価値の流通に分離する。叉，価
値増殖すべき資本価値から出発し，かつ，流通部面は再生産された資本価値の
担い手たるWくC十V)から出発するが故に，生産資本の循環は資本価値の再生
産を表示する。従って叉，労働力の再生産=流通形式をも包括する。とは云え，
価値増殖すべき資本価値から出発し，これに帰着するが故に，剰余価値の流通
の第二段階はこの循環外にある。かくて，部門1，n における生産資本の循環
形式と部門閣の相互関連は次のようになる。
/Pm(4000) 
5000G-Wく……P
，1 " A (100) 
p，・CPm)W'く6000)-6000G〆.!~ 
+-ー←
.; ¥1000gー CLm)W(1000)
A (1000)-1000Gν1000Gー (Lm)Wく1000)
Jハ /Pm(2000)
//12500G-Wぐ
/.l 1 " A ( 500) 
P …(Lm)W'C3000)-3000G~.!・ぃ，ヘt，、
/、寸、¥、
A C 50∞0)一 50∞OG'・、、500G一(Lm)Wく500)
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?
-16:6ー
但し再生産過程におけるー特殊的循環としての生産資本の循環にとっては
CPm)W(1000M)ー 1000G・1OOOGー(_1m)W(1000)
CLm)Wく500M)-500G・5OOGー CLm)Wく500)
A(1000)一一1000G・1000Gー CLm)Wく1000)
Aく500)一一 500G・500Gー CLm)Wく500)
が不可欠の環をなしている。とは云え，生産資本の循環には剰余価値の流通の
第二段階は含まれない。
くd) 三循環の統一
以上の考察で明らかとなったように，社会的総資本の再生産過程における各
特殊的循環は労働力の再生産=流通のみならず，剰余価値の再生産=流通をも
包括する商品資本の循環形式を基軸にして始めて，三循環は統ーにおいて実存
しうる。換言すれば，貨幣資本の循環においては資本価値と剰余価値の流通は
分離し得ず，生産資本の循環においては，資本価値の流通と剰余価値の流通は
分離し得てもそれの第二段階はこの循環外にある。かくて，三循環の統一は商
品資本の循環を基軸にして始めて次のように示し得る。
Aく1000)-1000G・1000Gー CLm)Wく1000)
Aく500)-500G. 500Gー CLm)Wく500)
-14一
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註一一一一一内は商品資本の循環
内は貨幣資本の循環
内は生産資本の循環
商品資本は部門1，(Pm)W'く6000)，部門n，(Lm)W'(3000)から出発し， こ
れに帰着する。
貨幣資本は部門1，5000G，部門1， 2500Gtこる貨幣資本， Geld Kapitalか
ら出発し，部門1，6000G二部門n，3000G'たるGeldKapital に帰着する。
生産資本は5000G=WくTmm=P，2500G=WぐTiT111=Pから出発し，
これに帰賛する。
従って， 社会的総資本の再生産過程においては，商品資本はつねに W'als 
W， W' als Kapitalverhalnisたる Warenkapitalとして，貨幣資本は Geld
kapitalから出発しGeldKapital~乙帰着する GeldKapital として， 生産的資本は
つねに ProduktiveKapitalとして実存する。
今，単純再生産が前提となっているのだから，上述の形式は年々同じ規模で
繰り返される。かかる再生産過程において始めて，産業資本の総循環は，商品
資本の循環，貨幣資本の循環，生産資本の循環という三つの独自的循環を含み
かつ，商品資本，貨幣資本，生産資本という実存形態において統一 (Einheiの
において実存する。
CBJ 第三篇第二十章「単純再生産」の第一篇への還元
さて，以上考察した生産手段生産部門，生活手段生産部門における社会的総
資本の総循環の価値量を捨象し，形式のみに還元すれば次の形式を得る。
「一
A一一 G一一(Lm)W
-15ー
一ー一ー一一ーτ二二二二二二二二二コ二;二二二二一
h-wく7ip m 
二:二一二7二コ二二二-
g-ー (Lm)W
A一一一 G一一(Lm)W
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従って，社会的総資本の総循環=三循環形式の統一は，次の様になる。
A一一 G一一(Lm)W
今，この形式によって，第一篇をみれば，第一篇，第四章「循環過程の三つ
の姿」はこの形式の分析が主題となっている。第一篇第一章「貨幣資本の循
環」はこの形式を前提として，第一章第一節，第二節，第三節において，それ
ぞれ貨幣資本の循環の第一段階，第二段階，第三段階における資本の実存形態
が先取りされて分析されている。従って，第四章は，第一章，第二章，第三章
各章において分析された各特殊循環形式を，商品資本の循環形式を基軸に再生
産過程における三循環形式の実存形態としてJそれの統ーにおいて見直してい
ると云える。
所で商品資本の循環はW'als Wから出発するのではなく， W' als Kapital 
verhaltnisから出発する。然るに，かかるW'は， 貨幣資本においてはそれの
第三段階，生産資本においてはそれの第二段階において始めて定在する。従っ
て，商品資本の循環の分析には，貨幣資本・生産資本の循環の分析が前提とな
る。更に別講附いて考察した如く，貨幣資本の循環の分析には， W' als W 
たる商品資本が描く一般的商品流通と商品としての労働力の流通A-G-Wが
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前提となっている。かつ，貸幣資本の循環と一般的商品流通との関連は次の形
式で示された。
(Pm)W-G-W 
A-G-W 
企=PY〈?…… P…・・型己宣
W-G，-W 
きて，我々がCA)ー (b)において検討した貨幣資本の循環形式と再生産=流
通形式との関連を形式においてみればこの形式と同一で、ある。 従って， 第一
篇，第一章，第二章，第三章，第四章，各章において前提とされている一般的
商品流通とは我々が析出した再生産ー二流通形式に外ならない。すれば，第二巻
の出発点としてのW'als Wたる商品資本は部門1，nの総商品資本に外なら
ない。
〔五J C結 語コ
第二巻の出発点としての商品が W'als W たる商品資本であり， かつ部門
1， H における社会的総資本の商品資本であるとすれば， 第一篇， 第一章，
第二章， 第三章， 第四章の主題はまず商品資本の出発点=帰着点たるW'als 
Kapitalverhaltnisを析出することにある W' als Kapitalverhaltnisを出発
点=帰着点とする商品資本の循環は，資本価値の再生産己流通と剰余価値の再
生産=流通とに分離し"しかも剰余価値の流通総体を含む。それ故，商品資本
容循環は個別資本のみならず社会的総資本の再生産を表示する。かくて，商品
資本の循環を基軸にして，三循環がつねに統ーにおいて実存しているというこ
憧hι.ー
とを分析する根拠は，社会的総資本の再生産にとっての不可欠な条件を分析し
ていることを意味する。
「過程が自らを表示する最も手近な形態は，新段階への資本の移行は他段階
からの資本の退去によって条件づけられているというような，諸段階の継起の
形態である。だからまた，特殊的循環はいづれも，資本の機能諸形態の一つを
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出発点および帰着点とする。他面，総過程は事実上，過程の連続性が以って自
らを表現する相異なる諸形態たる三つの循環の統一で、ある。総循環は，資本の
各機能形態にとっては，その独自的循環として自らを表示するのであり，しか
も，これらの循環の各々は総過程の連続性を条件づ、ける。一方の機能形態の循
環は他方のそれを条件づける。総生産過程が同時に再生産過程で、あり，従って
その各契機の循環であるということは，総生産過程にとっての，殊に社会的資
本にとっての，必然的な一条件である12)
所で， 貸幣資本， 生産資本，商品資本の循環形式の分析には一般的商品流
通，すなわち我々が析出した再生産=流通形式を前提とする。各三循環を一般
的商品流通との関連でみれば，貨幣資本の循環においては資本価値と剰余価値
の流通が分離すらし得ず，生産資本の循環においては資本価値の再生産=流通
と剰余価値の再生産=流通は分離しうるが，それの第二段階g-wはこの循環
に含み得ない。かくて，商品資本の循環において始めて資本価値の再生産=流
通， 並びに剰余価値の再生産=流通は分離し得， かつ剰余価値の全流通を含
む。従って，商品資本の循環において始めて一般的商品流通，すなわち再生産
=流通形式は包括される。 とは云え， 商品資本はW'から出発しこれに帰着す
るのであるが， W' = W' als Kapitalverhaltnisは貨幣資本， 生産資本の循環
の生産物であり，理論分析にとってはまず貨幣資本の循環から始めざるを得な
い。叉，産業資本の最初〈あるいは最後の〉形態は貨幣資本であるが故に貨幣
資本の分析から始めざるを得ない。 すれば， 第二巻は一方では第三篇の部門
1， nの総商品資本が描く一般的商品流通，他方では部門1，n における労働
者階級の実存とそれが描くA-G-Wを前提として貨幣資本の分析から出発す
る。
さて，通説とは異なり，以上の如く商品資本の循環を基軸にして三循環の統
ーを把握すれば，第二巻，第一篇，第五章流通時間，第六章流通費用はかかる
三循環の統ーを前提としていると云える。
産業資本の流通過程は個別資本，社会的総資本の再生産過程の一段階をな
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す。
純粋流通費用は同一価値の姿態変換のためにのみ投ぜられる費用であり，従
って，空費であるとは云え，産業資本がそれの再生産過程を円滑に進行するに
は，それを欠くことは出来ぬ。なかんずく，商品資本の流通部面における第一
の姿態換W'-G'は「商品の命がけの飛躍である」だけになお更である。
保管費用，運送費用は，正常な再生産を前提とすれば，社会的富の一存立条
件であるが故に，資本の再生産過程を前提とすること明らかで、ある。
今，第二巻，第二篇「資本の回転」をみれば，我々の如く三循環の統ーを把
握することと一見矛盾しそうである。然し，資本の回転は資本の姿態変換とそ
れの循環を前提とする。更に，資本の回転は年々の再生産を基準としで始めて
分析されらる。従って，もし三循環の統ーを貨幣資本の循環を基軸として把握
すれば，第三篇との連けいは把握不可能となる。個別資本を社会的総資本のー
断片として還元し，年々の総再生産を前提するとすれば，商品資本の循環を基
軸にした三循環の統ーを前提とせざるを得ない。
かくて，第三巻，第四篇「商人資本」において前提とされている第二部は，
単に第二部，第三篇のみならず，第二部総体が前提とされていると云いうる。
今，我々の主題一商業資本は如何なる意味で商品流通〈市場〉を実存条件と
するのかーに限定して第十六章「商品取扱資本」を見てみる。
くA) I商品資本の運動は第二部で分析されている。社会の総資本を考察すれ
ば， その一部分は一一つねに別の (-andrenー 谷川〕諸要素から構成され，
また量的にも変動するとは云え一一つねに，貨幣に移行するために商品として
市場にあり，他の一部分は，商品に移行するために貨幣として市場にある。そ
れはつねに，この移行運動，この形式的姿態変換運動をしている。流通過程に
ある資本のこの機能が一般的にー特殊的資本の特殊機能として自立化され，分
業によってー特殊的資本家部類にわり当てられた一機能として固定化するかぎ
り，商品資本は商品取扱資本または商業資本となるj
(B) Iすで、に見たように，商品資本としての資本の定在，および，資本が流
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通部面内・市場・で商品資本として通過する姿態変換一一購買および販売に帰
賞する姿態変換，商品資本の貨幣資本への転形および貨幣資本の商品資本への
転形一ーは，産業資本の再生産過程したがって総生産過程の一段階をなすが，
それ〔産業資本〕は，流通資本としてのこうした機能においてそれと同時に，
同は，生産資本としてのそれ自身から区別される。流通資本と生産資本とは，
一資本の特殊化され，区別された二つの実存形態である。社会的総資本の一部
この流通資本としての実存形態で市場にあり，上の姿態変換のたえず，
過程中にある。
分は，
その生産過程の連続性のたえず消滅し，よび商品資本としての姿態変換は，
したがって，市場にあ一通過段階をなすにすぎず，えず更新される一通過点，
それらの成分はたえず商
また絶えず生産過程の新生産物として商品市場に返還
されるからーーのではあるが」
る商品資本の諸成分はたえず変動する。一一けだし，
品市場から引上げられ，
A文は社会的総資本が一般的商品流通の立場で把握されている。これを我々
が析出した社会的総資本の再生産=流通形式においてみれば、次のようになる。
さしあたり商業資本は下線の部分の機能に外ならないが故にG-W-G
と把握されている。
40001 c 
但し，
，'-一一，"'C4000G)
n n :↓ n n 
言邑1言罫;伊aω(伊Pm)ω)W(ω400ωOC)一40∞0削 • 4勾qω0ωOG一E言苔;ω (伊川叩Pm)ω)W(ω40∞0ω0)
2.:; 2.:;(bi j)C Pm) W(1 000 V)-1 000 G・JOOOG-A(1000)
やi
，' n n 戸芸dij)CPm) W(l OOOM)-1000wyoooG-z苔βaiか Pm)W(1000)
一→1∞附1内t手六印iりJ仰O∞0ωOG一土 土&〈切αω州a向ωiりDCPm)W 
n n 匠/¥¥_ _!_ _! 
L; :2X aiD C Lm) W (2000 C )-2000 GY • i20.o0 G -L; L;くbij+dij)CPm) W(2000) 
く1000V+ 1000M) 1 =2000 H c 
? ? ?
A(1000) 
-159ー
500 1Iv 
主主biUC凶 Wく500V)-500Gf pooG-Aく500)
¥l n n 
E23dij〉(Lm)WC500Mト ????G吉野ij)ωWく500)
F ‘ n n 
AC 500)-500ぴ・ちOOG吉野iUCLm)Wく500)
B文はA文を社会的総資本の姿態変換とその循環において見直している。こ
れを形式で示せば次のようになる。但し，簡単化のため使用価値の種類，量は
捨象する。
G一CPm)Wく4000)
<.“….日….日.日….日.p
(ωPmω)W' く6ω0∞00)一60∞0∞OG:βメぺ~t
g一CLmω)Wく10∞0ω0)
G 一一一一-CPmω)Wく
G一CPm)W(2000)
く ..p 
CLm)W'く3000)-3000Gそ・i 500G-'-Aく500)
gー CLm)Wく500)
Aく500)ー 500GT'・ ¥500Gー CLm)Wく500)
さて，社会的総資本を社会的総資本のー断片としての個別資本との関連でみ
てみる。 以下，簡単化のため， (Pm)Wlは部門Iの不変資本部分を現物填補す
るとする。すなわち生産手段生産部門におけるー特殊生産手段部門 C1 )をみ
てみる。
する。
n 
この部門における各特殊個別資本は， (Pm)Wl ~こて代表されるものと
zくalj)(Pm)Wの価値量を600とする。更に， all， a12， a13……alnの価値量を
n 
Xll， X12. X13，……Xl nとする。すなわち2くXli)=600 
n 
さて，2Jくalj)(Pm)Wく600)を個別資本の立場からW'als Kapitalverhaltnisと
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してみてみる。
‘1 n 3喜alj)CPm)W(4航。
十
n I 1 n 答alj)W'(600)(す罫ωCPm)W(100vl)
+ 
1 n 言許alj)CPm)W(100ml)
罫a山 Pm)W'(600)を社会的総資本のー断片としてみれば，これはE常な再
生産条件において部門Iの不変資本を現物填補するのであるから， これは土
n 
(alj)CPm) W'く600C) と表わされる。従って ~(alj)CPm)W(600C)-600G・600
G一苔ωCPm)Wく60収いう 1cの再生産=流通形式に還元出来る。これを
より詳しく表示すれば次のようになる。
n 
~(alj)CPm)W(600C)-600G 
CPm)W(X 11)Cl一(X1I)Gー (all)CPm)W(X11) 
CPm) W(X 12)C2一(X12)Gー (aI2)CPm)W(X12) 
CPm)W(X 1 n)Cn一(X12)Gー (aln)CPm)W(X1n) 
他方， 400C1， 100v1， 100m1は次の再生産=流通形式をとって現物填補す
る。
'J n n す~(alj)CPm)Wω00C1) C-400G・400G-~(ai1)CPm) W( 400) 
持;alj〉(Pm〕Wく100Vl)C-100G・1OOG-A(附
n 
A(100)一一一100G ・ 100G-~(αai1)CLm)Wく100)
1 n n す苔alωm)W(100mω-100G・100G二号伊ai九 m)W(lOO)
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n n 
2;βalj)c凶 W (100C)ー 100G• 100Gつ亘書ai仰 m)Wく100)
従って，今，全くaiωm)Wく600)は，商業資本に販売されたとする。個別資本
の立場からすれ;記土くalj)CPm)W(600)は実現し，上述の再生産=流通形式を
とって現物填補し，再生産をしうる。
すなわち，
( n 
1400G-~(ail)CPm) Wく400)
1 i=l く……P
2(alj〉(Pm)WFく600C )-600 G'・1100G Aく100)
I n 
~100g-~(βai1)CLm)Wく100)
n 然し，他方，商業資本のWとして実存する ~(al j)CPm)Wく600C) はまだ市場
に定在する。
換言すれば，これは相変らず次の再生産=流通形式をとって実現されねばな
らぬ。
n 
2くali)CPm)W(600C )-600G 
CPm)W(X II)Cl一(X11)Gーくall)CPm)W(X11) 
CPm)WくX12)C2一(X11)GーくaI2)CPm)WくX12)
CPm)WくXln)Cn一(X1ρGー (aln)CPm)WくXln)
総括すれば，
1400G-~くai1 )CPm)Wく400)
l く……P
2くalj)CPm)W'く600C)-600G'i100G Aく100)
I n 
~100g-~くβai l)CLm)Wく100)
n 
600G-~(al j) CPm)W く600C)-600G
n n 
戸jPm)Wく600Ci) -600G・600G-~(alj)CPm) W (600) 
- 23ー
-156ー
「だから商品取扱資本は，まったく，貨幣への転形過程を通過すべき，市場
で商品資本として機能を果すべき，生産者の商品資本以外の何ものでもなく，
ただこの機能がいまや，生産者の附随的操作としてでなく，資本家の特殊部類
たる商品取扱業者の専門的操作として現象し，特殊的投資の事業として自立化
される， というだけのことである。」
かくて，商業資本が商品流通(市場〉をそれの実存条件とする意味は， G一
W-G'におけにWの再生産=流通を実存条件とすることを意味する。すれば，
商業資本の分析にとって，貨幣資本の循環を前提とし得ない。
なるほど第三巻は「全体として考察された資本の運動過程から生ずる具体的
諸形態を発見して叙述することである」
従って，商業資本の分析にとって対象となる形態は「社会の表面で種々の資
本の相互的行動たる競争中および生産当事者たち自身の普通の意識中に現われ
る形態」である。然し，
「範凹書は，その本質において，生産関係そのものであるが，本質は， これを
隠蔽する特定の形態のもとにのみ現われてくる。抽象的な範鴎が具体的なもの
にすすみ，新たな契機においてとらえられ多くの規定をふくむにつれて，本質
とその現象形態とは，甚だしく事離し物神化がひどくなる。本質と現象形態と
は対立関係に立つのだが， もと現象形態は本質の現象形態なのだから統一関係
にあるJ， ここに，第三巻，第四篇において第二部総体が前提とされる根拠が
ある。
註(1) 拙稿， r商業資本実存条件としての商品流通(市場〉についてJ(1) 
「富大経済論集J13ー 3，1967年10月，以下「商品流通についてJ(1)と略称する。
(2) Iどの形態，どの段階にある資本の再生産も連続的であるのは，これらの形態の姿
態変換や三段階を通しての継起的経過が連続的であるのと同様である。だからここで
は， 総循環はその三形態の現実的統ーであるJDas Kapital，-][， Dietz Verlag 
Ber lin 1953. S， 96.訳，長谷部氏訳， r資本論」第二部全，青木書居版，以下訳書
と略称する。
(3) 拙稿， r商品流通についてJ(2)，富大経済論集J13-4， 1968年 1月，参照。
(4) Das Kapital-][， S .100 訳書，第二部138頁
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(5) 拙稿ー「商品流通についてJ(3) I富大経済論集J14ー し 1968 年4月，参照
(6) I商品流通についてJ(1)， (2)， (3)参照
(7) 仁商品流通についてJ(3)， (三〕の (B)個別資本と社会的総資本の再生産=流通
形式」においてこの点を論証した。
(8) I商品流通についてJ(1)， (2)， (3)参照
(9) i商品流通についてJ(2)， (ニ) I資本の循環と一般的商品流通形式」参照
(10) I商品流通についてJ(1)参照
(1) Das Kapital-11， S. 99 訳書， 137頁
ω 第二巻，第三篇において社会的総資本の循環形式を考察しようとする試みは高須賀
義博氏が， I再生産表式分析J (新評論社版〉において!なされている。
帥 Das Kapital-1 . S .11. 訳第一部(上)223頁
(14) Das Kapital-]l. S .297. 訳第三部(上)385~6頁
帥 Das Kapital-]l. S .298. 訳第三部(上)386頁
(16) 拙稿「商品流通J(3)参照
同向上
倒 Das Kapital-]l. S . 300~301. 訳第三部(上)389~390頁。
ω Das Kapital-]l . S. 47. 訳第三部(上)73頁。
(刈 Das Kapital-]l . S. 47. 訳第三部(上)73~4 頁。
帥安部隆一著「流通諸費用の経済学的研究J4頁O
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